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　初秋の候、南九州大学同窓会の皆様におかれましてはます
ますご健勝のこととお慶び申し上げます。
　いつも南九大の後輩を温かい目で見守り、同窓会の学部学
生支援事業などを通してご激励をいただきますことに心から
感謝申し上げます。また、本学園の経営・教学の運営につき
まして、日頃よりご理解とご支援をいただき、お礼申し上げ
ます。
　さて、「南九州学園の存続と発展」を図るため、新執行部
体制が学園新中期5カ年経営計画に沿った改革に取り組んで
1年半が経ちました。課題項目のうち特に優先順位の高い① 
教学面の改革・改善、② 入学定員確保強化、③ 経営面の管理・
運営（赤字体質の脱却と財政基盤など）の強化などに力を入
れ、点検・評価しながら進めています。
　教学面の改革・改善においては、「食・緑・人の専門職業
人を育成し、地方創生の担い手を輩出する」という基本理念
をもとに、各部署（学部・学科・大学院等）及び教学に関連

した委員会等が中心となって、教学改革を自己点検・評価を
行いながら継続的に進めています。自律的教学改革サイクル
が稼働する教育の内部質保証を確立し、学生が満足のゆく高
い学修成果やヒューマンスキルが身につけられる大学に進化
させたいと考えています。具体的には、新認証評価基準を基
盤とした３つの教学改革マネジメント制度、① 各部署の教
学点検・評価システム、② 教学改革会議システム、③ 内部
質保証システムを構築し、試行しているところです。
　さらに、本学の独自化・特色化を高めるため、半世紀の間
に卒業生（同窓生）によって築かれてきた南九大の校風と気
質を、本学の良い伝統や特徴として活かしながら、発展的に
教育・研究・地域貢献に取組み、「MKUブランド」を確立
することが不可欠だと考えています。
　このような改革の成果が現れるには時間がかかるため、

「表面的な取組み」として受け止められがちですが、我慢強
く改革を推進していきますのでご理解を願います。
　また、本年度になって想定外のコロナショックという大き
な不確定要素が加わり、学園運営のリスクを今まで以上に感
じております。しかしこんな時だからこそ「未曾有のコロナ
ピンチを学園復活のチャンスに」すべく、学園教職員一丸と
なって学園の存続と発展のために、厳しく・粘り強く頑張る
つもりです。
　今後とも同窓会の皆様の一層のご理解とご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。

南九州大学学長
寺原　典彦
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　同窓会会員の皆様におかれましては、益々ご健勝でご活躍
のことと存じます。日頃より同窓会活動にご協力いただきま
して感謝申し上げます。
　さて、まず始めに、台風や豪雨などの自然災害や新型コロ
ナ禍の影響で大変な思いをされている方々に心よりお見舞い
申し上げます。また、新型コロナウイルス感染拡大防止のた
めに、今年度の定期総会が開催できなかったことを非常に残
念に思っております。
　2017年には南九州大学の50周年記念行事が開催され、来

年は同窓会も50周年を迎えることとなりますので、さらな
る活動の充実と活性化を図らなければならないと考えており
ます。同窓会におきましては組織改革や役員の若返りなど
様々な課題に直面しており、その解決に向け日々取り組んで
いるところです。今後はWEBでの役員会をはじめ、全国の
同窓会会員との交流会議も行いたいと考え検討を進めており
ます。昨今の社会情勢の変化により私学を取り巻く環境は非
常に厳しい状況下にあり、コロナウイルスの感染や、少子化
の問題だけでなく解決すべき様々な問題や課題が浮上してい
ます。本学においては、南九プラン54年計画などが進めら
れていますが卒業生の皆様のご支援・ご協力がなければ、完
遂できないものと考えております。
　今年の総会が中止となり役員改選ができなかったため、会
長の任期を延長させていただくこととなりました。改めてご
報告申し上げますとともに、会員の皆様のご健勝とご活躍、
南九州大学の益々の発展をお祈り申し上げましてご挨拶とさ
せていただきます。

南九州大学同窓会第12代会長
後藤　克信（45L）

ご挨拶
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令和３年６月19日（土）
講演会　16：00～予定　　
懇親会　18：30～予定

日　時

宮崎観光ホテル　
宮崎県宮崎市松山1-1-1

場　所

①�全国の卒業生（宮崎県在住の卒業生には郵送でご案内
いたします）
②古希2期生・3期生（昭和43年・44年入学生）
③還暦12期生・13期生（昭和53年・54年入学生）
④大学教職員　　⑤旧職員　　⑥同窓会役員・代議員
※�新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、延期または
中止とさせていただく場合があります。

参加者

令和３年度　合同懇親会のご案内

令和2年度　南九州大学同窓会通常総会（書面議決）報告
　令和２年度通常総会は、６月20日（宮崎観光ホテル）に開催を予定しておりましたが、新型コロナウイルス感染拡大防止と
いう観点から、本年度は書面による審議及び議決という形式をとらせていただきました。議案書は書面にて役員及び代議員
にお送りし、賛否をご提出いただきました。結果、全ての議案について承認されましたので、以下のとおりご報告いたします。
　また、古希２期生（昭和43年入学生）、還暦12期生（昭和53年入学生）の合同懇親会も予定しておりましたが、令和３
年度に延期とさせていただきます。（新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、再度延期または中止とさせていただく場
合があります。）

　以上の結果によりまして、令和 2 年度通常総会におけるすべての議案が承認されました。
　この度の急なお願いにもかかわらず、対応してくださいました役員及び代議員の皆様のご協力を、心より感謝申し上げます。

書面議決結果
第１号議案
令和元年度事業報告並びに決算報告について　

承認：48　　非承認：0

第２号議案
令和2年度事業計画（案）並びに予算計画（案）について

承認：48　　非承認：0

第３号議案
役員・代議員改選について　

承認：48　　非承認：0

役職 氏名 入学

顧問 小野　天下 S42年 愛知県

顧問 野元　　勉 S42年 宮崎県

顧問・監査 加藤　研悟 S46年 宮崎県

顧問 牧野　博司 S44年 宮崎県

会長 後藤　克信 S45年 宮崎県

副会長 高柳　利充 S46年 東京都
関東ブロック長

副会長 大森　　茂 S45年 岡山県

副会長 大井手健二 S44年 宮崎県

副会長 服部　雅樹 H４年 宮崎県

幹事 大木　一郎 S48年 宮城県
東北ブロック長

幹事 島田　幸吉 H５年 富山県
北信越ブロック長

幹事 中村　幹雄 S45年 岐阜県
東海ブロック長

幹事 山田　和正 S47年 大阪府
関西ブロック長

役職 氏名 入学

幹事 小田　智敏 H５年 広島県
中国ブロック長

幹事 細井　功一 S46年 高知県
四国ブロック長

幹事 田中　信敏 S49年 福岡県
九州ブロック長

幹事 松田　正則 S49年 沖縄県
沖縄ブロック長

幹事 福原　　武 H３年 宮崎県

幹事 櫻井　清喜 S48年 宮崎県

事務局長 徳原　　隆 S42年 宮崎県

会計 山本　昭藏 S48年 宮崎県

監査 平岡　直樹 S56年 宮崎県

氏名 入学

藤田　修治 S43年 埼玉県

河口　智志 S56年 千葉県

金井　良一 S45年 神奈川県

田澤　重幸 S50年 神奈川県

佐藤　耕作 S47年 新潟県

西谷　直樹 H９年 愛知県

小野由紀子 H９年 愛知県

小泉　雅樹 H３年 岐阜県

市川　清美 S43年 三重県

橋本　久志 S43年 滋賀県

堀野　　章 S52年 滋賀県

室賀　泰二 S54年 奈良県

谷本　慎吾 H11年 広島県

氏名 入学

飯田　　稔 S52年 福岡県

村武　賢治 S52年 福岡県

姫井　一則 S42年 熊本県

岩野　宗敬 H７年 鹿児島県

間世田明里 H８年 鹿児島県

佐藤　富徳 S50年 大分県

松尾　　巧 S44年 大分県

岡田　修一 S47年 宮崎県

初田多加司 S47年 宮崎県

松島　大樹 H21年 宮崎県

篠崎圭太郎 H10年 宮崎県

宮里　　勝 S60年 沖縄県

令和２年度 南九州大学同窓会役員紹介
同 窓 会 役 員 代　議　員

令和2年9月に代議員の澤治彦様が
ご逝去されました。心よりご冥福を
お祈りいたします。
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2020 南九州大学同窓会学生支援事業

　令和元年９月28日（土）11時から南九州大学宮崎キャンパスにて学生とOBによる交流会が行なわれました。宮崎キャンパス執行
部３名、都城キャンパス執行部２名、きりしま祭実行委員会３名、ひばり祭実行委員会２名、同窓会役員６名の計16名の出席者で
行われ、後藤会長の挨拶、自己紹介のあと、後藤会長より大学祭支援金の贈呈が行なわれました。その後の協議では学生からは
①～⑨の意見・要望がでました。

宮崎キャンパス執行部
①ひなた館で食事の提供をしてほしい。
②サークル・同好会を増やした為、部屋数が不足して

いる。
③部室が雨漏りする。
④４号館の古いビリヤード台を撤去してほしい。ダン

スサークルの練習場としたい。

きりしま祭実行委員会
⑤朝食を提供してほしい。

都城キャンパス執行部
⑥地域の方々と交流できる事業を増やしてほしい。
⑦食堂が狭く、学生数と席数が合っていない。後から

来た人は、座席がなく食堂を広くしてほしい。

ひばり祭実行委員会
⑧学外の地域の方との交流の場が欲しい。授業の一環

として地域に出向いて作物栽培が体験できないか。
⑨テニスコートに照明をつけてほしい。

同窓会では、①～⑨の要望を大学に伝え、そのうち同窓会で取り組んだ結果をご報告いたします。

令和元年度学生とOBとの交流会（報告）

1）宮崎キャンパス大学祭仮設駐車場用地整備（草刈り・積み込み・搬出）	
（作業の内容）大学祭実行委員会が大学祭用の臨時駐車場として宮崎市消防局から借用した隣接地の草刈り・積み込み・搬出作業を
同窓会支援事業として行い、大学祭来場者の利便性向上に貢献した。

2）宮崎キャンパス大学祭用仮設通路におけるスロープ設置
（作業の内容）大学祭実行委員会からの依頼により大学祭用の臨時駐車場と会場を結ぶ仮設通路（臨時駐車場～テニスコート～学内
園路を経て会場）の途上の段差が車椅子や高齢者等の安全な通行を阻害することから、テニスコートと隣地駐車場間に生じる段差を
解消するための仮設スロープを設置し、大学祭来場者の安全確保や利便性の確保に寄与した。

3）学友会からの依頼による4号館内の支障物件の廃棄処分
（作業の内容）４号館内で学生がダンスレッスン等に使用する室内に不要なビリヤード台があり、ダンス練習やミーティング等の活動に支障となるた
め廃棄してほしいとの依頼があり、同窓会の支援事業として廃棄処分を行った。これにより、部屋の有効利用が図られ学生に喜ばれた。

学生からの意見・要望

着手前

着手前

着手前

処分完了

処分完了

草刈り作業中

解体作業中

集草・積込み作業中

設置完了設置完了設置完了

解体作業中



同窓会の学生募集への協力について

学科 募集人数 入学者数

環境園芸 130 96

子ども教育 80 81

管理栄養 60 56

食品開発 40 34

合計 310 267
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　同窓会の存在と活動内容について、在学生や教職員の皆様にもっと知ってもらうことや、学習・研究活動に積極的
な在学生への経済的負担軽減などをはかるために、学部の学生を対象とした支援事業を行っています。4 回目の募集
となる令和元年度は 7 件の申請がありました。審査の結果、下記の 7 件合計 296,000 円の支援をいたしました。

「学部学生支援事業」の報告

①環境園芸学科4年生　石井　裕貴　　30,000円 卒業研究･制作等「宮崎県の観光地の景観構成要素の研究」

②環境園芸学科4年生　松岡　透以　　30,000円 学会誌・論文誌投稿・発表
「2019 年度九州・沖縄昆虫研究会・日本鱗翅学会九州支部合同大会参加費」

③環境園芸学科4年生　田代貫太郎　　30,000円 卒業研究 ･ 制作等「Metashape（データ解析ソフト）購入費」

④環境園芸学科4年生　三矢　芳樹　　30,000円 卒業研究 ･ 制作等
「日向市のサーフタウン構想の景的課題について」

⑤環境園芸学科3年生　下地　光輝　　30,000円 卒業研究 ･ 制作等
「宮崎県におけるカカオ栽培の可能性について」

⑥管理栄養学科4年生　川崎　　華　  100,000円 卒業研究 ･ 制作等
「宮崎県沿岸域における多糖類分解細菌の検索」

⑦子ども教育学科3年生　山田　京香　　46,000円 研究あるいは技術開発等
「探求する力を育むための活動 2019」

令和２年度も募集いたします。学部在学生の積極的な応募を期待しています。

　同窓会では今後、南九州大学の新入学生募集への協力体制を整えていきたいと考えています。近年の少子化の影響
により、私立大学の状況は今後さらに厳しくなるとみられています。本学の令和 2 年度学科別入学者数は下表のとお
りでした。
　母校発展のために、この機会にぜひ皆様から、本学にご興味をお持ちのお知り合いの方に、本学の教育内容や学校
生活の様子等、本学の特色をお話しいただきご紹介ください。全国一万人を超える同窓会会員の皆様のご協力をお願
いいたします。
※�卒業生の特典として、卒業生の２親等まで（子及び孫・兄弟姉妹）は入学金が無料となります。

■令和 2 年度　学科別入学者数 ■在学生都道府県別入学者数
北海道
（4人）

埼玉県
（8人）

石川県
（5人）

三重県
（6人）

和歌山県
（7人）

徳島県
（3人）

長崎県
（18人）

山形県
（2人）

千葉県
（2人）

福井県
（2人）

滋賀県
（4人）

鳥取県
（3人）

香川県
（18人）

熊本県
（31人）

福島県
（1人）

東京都
（5人）

長野県
（5人）

京都府
（12人）

島根県
（18人）

愛媛県
（12人）

大分県
（10人）

茨城県
（2人）

神奈川県
（7人）

岐阜県
（3人）

大阪府
（11人）

岡山県
（14人）

高知県
（11人）

宮崎県
（628人）

栃木県
（3人）

新潟県
（3人）

静岡県
（11人）

兵庫県
（24人）

広島県
（15人）

福岡県
（44人）

鹿児島県
（65人）

群馬県
（1人）

富山県
（6人）

愛知県
（24人）

奈良県
（1人）

山口県
（8人）

佐賀県
（9人）

沖縄県
（60人）

その他
（13人）



令和元年度収支決算報告書
（１）　収入の部

項　　　　目 予　算　額 決　算　額 増　減 摘　　要
１会費収入　　 2,940,000 4,330,000 1,390,000 

　①正会員（卒業生） 40,000 130,000 90,000 ８名 （分割有）

　②準会員（2～4年） 300,000 640,000 340,000 32名 　　　　　　　　

　③準会員（１年生） 2,600,000 3,560,000 960,000 178名（R２入学生）　　　　

２広告代・寄付 0 10,000 10,000 １名

３事業収入 10,000 4,000 -6,000 

　①名簿販売 0 4,000 4,000 １名購入       

　②その他 0 0 0 

４雑収入 1,000 7,300 6,300 飲料物等協力費

５基　金 800,000 0 -800,000 

　小　計 3,751,000 4,351,300 600,300 

６前年度繰越金 1,000,000 3,806,237 2,806,237 積立金確保分・会費残金・繰越金等を含む

　合　計 4,751,000 8,157,537 3,406,537 

（２）　支出の部
項目 費　目 予　算　額 決　算　額 増　減 摘　　要

1
管
理
費

管理費合計 3,222,000 3,163,081 -58,919 

1 印刷費 780,000 845,577 65,577 同窓会会報

2 人件費（Ａ） 800,000 865,350 65,350 事務局職員

3 人件費（Ｂ） 200,000 178,850 -21,150 本部役員

4 会議費（Ａ） 50,000 39,738 -10,262 本部役員会

5 会議費（Ｂ） 350,000 227,802 -122,198 総会・懇親会

6 交際費 30,000 44,828 14,828 入学式等出会・生花代等

7 需用費 1,012,000 960,936 -51,064 

① 旅費・交通費（Ａ） 90,000 190,840 100,840 本部役員交通費

② 旅費・交通費（Ｂ） 800,000 635,150 -164,850 総会役員・代議員等交通費

③ 旅費・交通費（Ｃ） 0 0 0 

④ 備品費 50,000 0 -50,000 

⑤ 消耗品費 30,000 30,669 669 

⑥ 通信費 15,000 12,773 -2,227 ハガキ・切手、郵送料、電話代等

⑦ 慶弔費 2,000 46,200 44,200 弔電代（学園理事長）

⑧ 手数料 25,000 45,304 20,304 会費等払込手数料

2
事
業
費

事業費合計 1,260,000 1,289,900 29,900 

1 卒業記念品 700,000 783,900 83,900 卒業記念品（Ｒ1年度卒業生）

2 大学祭等支援金 200,000 200,000 0 都城Ｃ・宮崎Ｃ（各10万円）

3 同期会補助金 50,000 10,000 -40,000 

4 学部学生支援金 300,000 296,000 -4,000 学生論文等研究支援金

5 寄贈品費 10,000 0 -10,000 

3　組織・活性化費 150,000 139,132 -10,868 ＨＰ維持管理費・県支部等助成

4　予備費 119,000 11,841 -107,159 福利厚生費・その他

合　計 4,751,000 4,603,954 -147,046 

5　基金積立金 0 286,949 286,949 

総　計 4,751,000 4,890,903 139,903 

　                           ※繰越金　　8,157,537　 　－	 4,890,903＝3,266,634円
（３）　基　金

項　　目 令和元年度 平成30年度 摘　要
一万城郵便局（定額預金） 7,581,196 7,574,533 ￥6,663利子等

合　計 7,581,196 7,574,533 

（４）　現預金内訳
項　　目 内　訳 金　額 摘　要

一万城郵便局 （会費通帳）会費等振込用 1,000 同窓会会費振込用口座（個別用）

一万城郵便局 （普通預金）活動用普通預金 3,222,440

宮崎銀行　　（普通預金）活動用普通預金 1,385 大学からの振込用通帳（R３年５月）

現金　　　（事務局）本部事務局保管 41,809

合　計 3,266,634

令和２年度収支予算計画書
（１）　収入の部

項　　　目 ２年度予算額 元年度決算額 増　　減 摘　　要
１会費収入 1,060,000 4,330,000 -3,270,000 

　①正会員 60,000 130,000 -70,000 ３名 　

　②準会員（1～4年） 1,000,000 640,000 360,000 50名 　

　③準会員（R3入学生） 0 3,560,000 -3,560,000 ※R３年４月以降に大学より振込（今年度無し）

２広告代・寄付（祝金） 0 10,000 -10,000 

３事業収入 0 4,000 -4,000 

　①名簿販売 0 4,000 -4,000 

　②その他 0 0 0 

４雑収入 5,000 7,300 -2,300 

５基　金 0 0 0 

小　計 1,065,000 4,351,300 -3,286,300 

６前年度繰越金 3,266,634 3,806,237 -539,603 積立金確保分・会費残金・繰越金等を含む

合　計 4,331,634 8,157,537 -3,825,903 

（２）　支出の部
項目 費　目 ２年度予算額 元年度決算額 増　　減 摘　　要

1
管
理
費

管理費合計 2,235,000 3,163,081 -928,081 

1 印刷費 820,000 845,577 -25,577 同窓会会報

2 人件費（Ａ） 850,000 865,350 -15,350 事務局職員

3 人件費（Ｂ） 150,000 178,850 -28,850 本部役員

4 会議費（Ａ） 50,000 39,738 10,262 本部役員会

5 会議費（Ｂ） 0 227,802 -227,802 （総会中止）

6 交際費 40,000 44,828 -4,828 卒業式・短大総会の生花代等

7 需用費 325,000 960,936 -635,936 

① 旅費・交通費（Ａ） 160,000 190,840 -30,840 本部役員交通費

② 旅費・交通費（Ｂ） 0 635,150 -635,150 （総会中止）

③ 旅費・交通費（Ｃ） 0 0 0 （総会中止）

④ 備品費 30,000 0 30,000 角印（会長・事務局用）

⑤ 消耗品費 55,000 30,669 24,331 

⑥ 通信費 20,000 12,773 7,227 

⑦ 慶弔費 20,000 46,200 -26,200 見舞金・香典代等

⑧ 手数料 40,000 45,304 -5,304 会費等払込手数料

2
事
業
費

事業費合計 1,520,000 1,289,900 230,100 

1 卒業記念品 800,000 783,900 16,100 卒業記念品（Ｒ２年度卒業生）

2 大学祭等支援金 300,000 200,000 100,000 都城Ｃ・宮崎Ｃ（各15万円）

3 同期会補助金 50,000 10,000 40,000 

4 学部学生支援金 350,000 296,000 54,000 学生論文等研究支援金

5 寄贈品費 20,000 0 20,000 学友会・学園関係
３　組織・活性化費 350,000 139,132 210,868 HP維持管理費・県支部等助成 
４　予備費 226,634 11,841 214,793 福利厚生費・その他

合　計 4,331,634 4,603,954 -272,320 
５　基金積立金 0 286,949 -286,949 

総　計 4,331,634 4,890,903 -559,269 
　                ※繰越金　収入額　8,157,537　 　－	 4,890,903＝3,266,634円

〈令和２年３月31日現在〉 〈令和２年４月１日現在〉

会　計　報　告

南九州大学同窓会通信
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令和２年度
会　長　御書 奈美
	 （子ども教育学科）
副会長　高橋 智子 
	 （環境園芸学科）
	 佐々木 恵美
	 （子ども教育学科）

主 な 活 動
４年間の充実した学校生活をサポート！
●在学生の学研災保険の加入推進
●サークル等の課外活動への補助金
●学友会との意見交換会の実施
●卒業式祝賀会等の開催　他

2020
 Nov.

発
行
：
南
九
州
大
学
同
窓
会
　
　
編
集
：
同
窓
会
企
画
広
報
部
　
　
〒
8
8
5-

0
0
3
5
　
宮
崎
県
都
城
市
立
野
町
3
7
6
4

－

1
　
南
九
州
大
学
同
窓
会
本
部
事
務
局 

　
　
T
E
L
・
F
A
X 

0
9
8
6

－

4
6

－

1
0
8
7

U
RL

：http://nankyudai-dousoukai.com
/

　
　e-m

ail

：dosokai@
nankyudai.ac.jp

　
　
発
行
日
：
令
和
２
年
11
月
　
　
　
印
刷
：
小
野
高
速
印
刷
株
式
会
社

南
九
州
大
学
同
窓
会 

会
報

入学定員・試験区分別募集人員

試験区分
環境園芸学部 人間発達学部 健康栄養学部
環境園芸学科 子ども教育学科 管理栄養学科 食品開発科学科

130人 80人 60人 40人

学校推薦型選抜 Ⅰ期 50人 30人 25人 15人
Ⅱ期 15人 10人 5人 5人

一般選抜 Ⅰ期 25人 15人 11人 10人
Ⅱ期 5人 若　干　名

共通テスト利用
選抜

Ⅰ期 15人 15人 11人 10人
Ⅱ期 若　干　名Ⅲ期

総合型選抜

Ⅰ期

20人 10人

8人

若　干　名
Ⅱ期
Ⅲ期
Ⅳ期
Ⅴ期 若　干　名

宮崎キャンパス　　管理栄養学科／食品開発科学科
〒880-0032　宮崎県宮崎市霧島5-1-2　TEL 0985-83-2111　FAX 0985-83-3383

都城キャンパス　　環境園芸学科／子ども教育学科
〒885-0035　宮崎県都城市立野町3764番地1　TEL 0986-21-2111　FAX 0986-21-2113

大学見学のお申込みや入試
に関するお問い合わせは左
記フリーダイヤルまで0120-3739-20

【お問い合わせ】　南九州大学　学生募集課（宮崎キャンパス）

※学校推薦型選抜Ⅱ期について、管理栄養学科は公募のみの募集です。
※募集人員(若干名)は一般選抜(Ⅰ期)の募集人員に含みます。

南九州大学入学試験一覧令和２年度
（2020年度）

 同窓会名簿の記載変更 住所変更等を忘れずに!!
南九州大学　同窓会事務局（都城市立野町3764-１　ひばり館３階）

TEL/FAX：0986-46-1087
Ｅ-mail：dosokai@nankyudai.ac.jp

（ 同窓会ホームページからも変更ができます。 ）

寄付金事業ご協力のお願い

都城キャンパス新施設　第二体育館「ひまわり館」が完成
　2020年夏、都城キャンパスひばり館の北側に第二体育館「ひまわり館」が完成しました。
　ひまわり館には、武道場、多目的室、ボルダリングルーム、トレーニングルームがあります。

　このたび学校法人南九州学園、南九州短期大学及び南九州大学の創立50周年を記念して、宮崎キャンパスに「学生会館（ひ
なた館）」、都城キャンパスに「第二体育館（ひまわり館）」を建設しました。これらの施設は学生活動のさらなる活発化、学生の

福利厚生を強化するものであります。つきましては皆様からのご寄付を募りたくお願いするものでございます。

　【目　　的】教育環境の整備・充実：宮崎キャンパス学生会館及び都城キャンパス第二体育館建設の補助
　【目標金額】２千万円
　【募集金額】一口３千円
※�お一人一口３千円として何口でも結構ですが、できましたら３口以上のご寄付
をお願いできればと存じます。
※�ご寄付は南九州大学ホームページからできます。「寄付金のお願い」のバナー
から「インターネット申し込み」へ。

お問い合わせ先
学校法人南九州学園　経理課　寄付金担当
TEL：0985-83-3456（直通）
FAX：0985-83-3383
http://www.nankyudai.ac.jp 
E-Mail：kifukin@nankyudai.ac.jp

創立 50 周年記念学生会館及び第二体育館新築に係る寄付金のお願い

保護者会の紹介


